
　
お
陰
様
を
も
ち
ま
し
て
、
本
年
度
も
無
事
に
『
川
崎
大
師
教
学

研
究
所
紀
要
』
を
発
刊
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
騒
ぎ
は
ひ
と
ま
ず
収
ま
り
、
私
た
ち
の

生
活
も
徐
々
に
コ
ロ
ナ
以
前
に
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
自
然
災
害
が
頻
発
し
、
世
界
で
は
戦
争
も
続
い
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
も
着
実
に
研
究
活
動
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
て
い
る
こ
と
を
関
係
各
位
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
紀
要
に
は
、
苫
米
地
誠
一
先
生
（
大
正
大
学
名
誉
教
授
）に

よ
る
弘
法
大
師
入
定
信
仰
に
関
す
る
御
論
攷
、
元
山
公
寿
先
生
に

よ
る
『
密
教
発
達
志
』
の
訳
注
研
究
他
、
本
研
究
所
に
所
属
す
る

中
堅
・
若
手
の
研
究
者
に
よ
る
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
同
様
の
、
テ
キ
ス
ト
翻
刻
や
訳
注
と
い
っ
た
基
礎
的
な

研
究
が
メ
イ
ン
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
研
究
所
で
は
、
今
後
も

こ
の
よ
う
な
基
礎
的
な
研
究
を
積
極
的
に
出
版
し
、
弘
法
大
師
教

学
、
真
言
教
学
、
密
教
学
を
は
じ
め
、
広
く
仏
教
学
の
諸
分
野
に

貢
献
す
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
本
研
究
所
で
は
「
公
開
講
演
会
」「
川
崎
大
師
仏
教
文

化
講
座
」
と
い
っ
た
、
一
般
向
け
の
講
演
会
も
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。	

（
種
村
隆
元
　
記
）
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